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３．調査方法 





























































に衰退していった．先述の B 氏は，1955 年以降はトチモチを家で作らなくなったという．




















































600 人が来場する大きなイベントとなっている（写真 1）． 












年にトチノミ拾いをしている谷を視察したところ，谷底付近の約 0.3 ha の範囲に 6本のト
チノキが生育していることを確認した．生育している 6 本のトチノキの胸高周囲長の平均
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